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平成１８年３月期　第１四半期財務・業績の概況（連結）　 平成17年8月2日

上場会社名　 三菱化学株式会社 上場取引所 東・大
コード番号 ４０１０ 本社所在地 東京都
(URL http://www.m-kagaku.co.jp)
代表者 役職名 取締役社長 冨澤　龍一
問合せ先責任者 役職名 広報・ＩＲ室長 中山　哲也 TEL (03) 6414-3730

１．四半期業績の概況の作成等に係る事項

①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 :  有 

②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 :  無

③連結及び持分法の適用範囲の異動 連結       (新規)  　3社　　　　　　(除外)     3社
　　　の有無 :  有 持分法     (除外)  　1社

２．平成１８年３月期 第1四半期の業績概況　(平成17年4月1日 ～ 平成17年6月30日)

(1) 経営成績 (連結) の進捗状況

売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益

 百万円 %          百万円 %          百万円 %           百万円 %

平成18年3月期 第１四半期 551,273 10.8 37,573 16.1 41,908 21.0 18,999 16.5

平成17年3月期 第１四半期 497,758 7.8 32,351 80.1 34,627 92.0 16,302 105.1

(参考) 平成17年3月期 2,189,462 148,624 148,069 55,372

１株当たり
四半期(当期)純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期(当期)純利益
円　 銭            円　 銭

平成18年3月期 第１四半期 8 72 8 66

平成17年3月期 第１四半期 7 49 7 44

(参考) 平成17年3月期 25 40 25 20

(2) 財政状態 (連結) の変動状況

総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

百万円 百万円 %             円　 銭

平成18年3月期 第１四半期 1,991,441 454,356 22.8 209 01

平成17年3月期 第１四半期 1,995,658 404,613 20.3 186 14

(参考) 平成17年3月期 1,970,528 445,977 22.6 205 09

(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

中間連結財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、税金費用の計上基準等、一部簡便的な方法を採用
しております。
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３．経営成績(連結)の進捗状況、財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等 
 
(1)全般概況 
当第１四半期(平成 17年 4月 1日～平成 17年 6月 30日；以下同じ)の日本経済は、
輸出に伸び悩みが見られたものの、企業の好収益を反映して設備投資が増加し、個人消

費も底固く推移するなど内需を中心に順調でありました。 
当社グループの事業環境につきましては、総じて需要は引き続き堅調でありましたが、

石油化学製品は、原油・ナフサ価格が高水準で推移する中で一時アジア市況が軟化する

など、今後の動向に注意を要する要因も孕んでいます。 
この様な状況下にあって、当社グループの当第１四半期の売上高は 5,513億円（前年
同期比 535億円増(+10.8%)）、営業利益は 376億円（同 52億円増(+16.1%)）、経常利益
は 419 億円（同 73 億円増(+21.0%)）となり、当期純利益は 190 億円（同 27 億円増
(+16.5%)）といずれも前年同期を上回りました。 

 
(2)部門別の概況   
① 石化セグメント 
石油化学部門の基礎素材であるエチレンの生産量は、鹿島・水島両事業所の定期修理及び

地震等による一時停止により、20万㌧と前年同期を 33%下回りました。基礎石化製品・化
成品・合成繊維原料及び合成樹脂は、ナフサ価格が高水準で推移する中、一時的にアジア市

況が急落したものの国内外の需要が安定的に推移し、加えて製品価格の是正に努めたことに

より概ね堅調でありました。 
以上の結果、石化セグメントの売上高は 2,340億円（前年同期比 340億円増(+17.0%)）、

営業利益は、定期修理等による販売減の影響もあり 67 億円（同 33 億円減(△33.1%)）とな
りました。 

 
② 機能化学セグメント 
機能性樹脂、食品機能材などは引き続き順調に推移しました。情報電子関連製品のうち、

光ディスクは、販売価格の値下がりは続いているものの世界的な DVD 市場の拡大による需
要増により、売上げは伸長しました。また、OPC ドラムは、販売価格の下落はあったもの
の概ね順調に推移しました。炭素事業のうちコークスは、粗鋼生産量が当四半期前半は高水

準で推移し、その後減産基調に移行したものの引き続き好調でありました。カーボンブラッ

クは、原料価格の高騰が続き、厳しい状況で推移しました。肥料は、原料価格の上昇の影響

を受けました。 
以上の結果、機能化学セグメントの売上高は 1,305億円（前年同期比 117億円増(+9.8%)）、
営業利益は 159億円（同 37億円増(+30.0%)）となりました。 

 
当第 1四半期に機能化学セグメントで実施または発生した主な事項は、以下の通りです。 
・三菱化学フーズ㈱が、BioEnvelop Technologies Corporation（カナダ ケベック州モント
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リオール）より製造技術を導入し、食品用水分・油脂移行防止タンパク素材「リョートー

アコイルバリアー」の日本国内での製造・販売を開始。（5月） 
・三菱化学メディア㈱が、パイオニア㈱と共同でスピンコート法により、記録層に有機色素

系記録材料を用いたライトワンス型 Blu-rayディスクの開発に成功。（6月） 
・三菱化学メディア㈱が、日立マクセル㈱と共に、㈱林原生物化学研究所、三菱化学メディ

ア㈱、㈱東芝の３社で共同開発した有機色素材料を採用することで、次世代 DVD 規格で
ある「HD-DVD」の一回限りの記録が可能な記録メディア(1層 15GB)の量産試作に成功。
（6月） 
・三菱化学メディア㈱が、8倍速書込みに対応する片面 2層 DVD+Rディスクを開発し、世
界で初めてフィリップス社ベリフィケーションラボの認定を取得。（6月） 

 
③ 機能材料セグメント 
各種フィルム・複合フィルム・シート製品は、原料価格上昇の影響を受けたものの、半導

体・液晶関連向けを中心とした需要に支えられ好調に推移しました。建築材料や産業資材は、

原料高の影響がありましたが、概ね順調に推移しました。 
以上の結果、機能材料セグメントの売上高は 877 億円（前年同期比 38 億円増(+4.6%)）、
営業利益は 47億円（同 2億円増(+5.6%)）となりました。 
 
④ ヘルスケアセグメント 
医薬品は、脳保護薬「ラジカット注」や抗血小板剤「アンプラーグ」等の販売が堅調に推

移しました。臨床検査事業は、営業拠点の拡大等により売上げが増加し、治験検査事業も、

概ね順調に推移いたしました。 
以上の結果、ヘルスケアセグメントの売上高は 725億円（前年同期比 23億円増(+3.3%)）、
営業利益は、原価率の改善や研究開発費の減少などもあり 103億円（同 33億円増(+47.3%)）
となりました。 

 
⑤ サービスセグメント 
エンジニアリング部門及び物流部門を中心に各事業とも概ね予定通りに進捗しており、第

1四半期の売上高は 266億円（前年同期比 17億円増(+6.8%)）、営業利益は 24億円（同 7億
円増(+37.8%)）となりました。 

 
⑥ その他の部門 
当第 1四半期にその他の部門で実施または発生した主な事項は、以下の通りです。 
・ 平成 17年 10月を期して当社と三菱ウェルファーマ㈱が、株式移転により共同持株会社
を設立することを決定。（4月） 

・ 取締役及び執行役員並びに退任する取締役及び執行役員に対する、株式報酬型ストック

オプション制の導入を決定。（4月） 
・ 国立大学法人山口大学との間で、本年 4月 1日より三菱化学㈱が同大学に対し、高輝度
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白色 LED光源の開発に関し研究協力を開始することに同意。（4月） 
・ 第 1回 3号無担保転換社債（転換社債間限定同順位特約付）の買入れを実施することを
決定。（6月） 

・ 三菱商事㈱との間で、同社が当社四日市事業所川尻地区内において天然ガスを燃料とす

る発電所を建設し、平成 19 年 4 月より同地区でのユーティリティの供給を開始するこ
とに同意。（6月） 

・ 大連理工大学（中国 遼寧省大連市）との間で、有機合成分野、触媒・無機化学分野及

び化学プロセス分野における実用化に係る技術開発を主目的とした産学連携を推進する

ことに基本合意。（6月） 
 
(3)財政状態（連結）の変動状況 
当第１四半期末の総資産は、原料価格高騰の影響等による棚卸資産の増加があり、前

連結会計年度に比べ 209億円増加し、1兆 9,914億円となりました。 
 
 
４. 平成 18年 3月期の連結業績予想 (平成 17年 4月 1日 ～平成 18年 3月 31日) 
          
※ 当第 1 四半期の業績は好調に推移しておりますが、第 2 四半期に医薬品分野におい
て研究開発費の発生が増加すると見込まれることや、石油化学部門においてアジア

市況の回復の動向が不透明であるという要因もあるため、平成 17年５月 12日に公
表の中間期及び通期の業績予想を見直しておりません。    
       

 
(注)上記連結業績予想は、本年 10 月設立予定の三菱ウェルファーマ㈱との共同持株会社設立をベースとし

た連結業績予想値であります。       

     

 

 

 

 

 

 

（参考） 中間期連結営業利益 60,000 百万円 通期連結営業利益 131,000 百万円

中 間 期
通 期 2,380,000

56,000
125,000

28,000
62,000

百万円 百万円 百万円
1,150,000

売上高 経常利益 当期純利益
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５．平成18年3月期 第１四半期  連結財務諸表 平成17年8月2日
三菱化学株式会社

(1) 連結損益計算書
(単位: 百万円)

当第１四半期 前年同四半期 増減 前連結会計年度

(平成17.4.1～平成17.6.30) (平成16.4.1～平成16.6.30) (平成16.4.1～平成17.3.31)

Ⅰ 551,273 497,758 53,515 2,189,462 
Ⅱ 420,338 373,961 46,377 1,668,818 

売 上 総 利 益 130,935 123,797 7,138 520,644 
Ⅲ

販 売 費 25,633 23,805 1,828 95,816 
一 般 管 理 費 67,729 67,641 88 276,204 
(販売費及び一般管理費計) (93,362) (91,446) (1,916) (372,020)
営 業 利 益 37,573 32,351 5,222 148,624 

Ⅳ
受 取 利 息 328 279 49 1,178 
受 取 配 当 金 1,612 1,622 △ 10 3,573 
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 3,672 2,582 1,090 8,999 
為 替 差 益 1,768 1,376 392 4,081 
固 定 資 産 賃 貸 料 915 962 △ 47 3,777 
そ の 他 1,490 1,370 120 6,112 
( 営 業 外 収 益 計 ) (9,785) (8,191) (1,594) (27,720)

Ⅴ
支 払 利 息 2,737 2,904 △ 167 10,856 
出 向 者 労 務 費 差 額 負 担 1,022 1,110 △ 88 4,541 
そ の 他 1,691 1,901 △ 210 12,878 
( 営 業 外 費 用 計 ) (5,450) (5,915) (△ 465) (28,275)
経 常 利 益 41,908 34,627 7,281 148,069 

Ⅵ
固 定 資 産 売 却 益 965             -              965             3,143 
投 資 有 価 証 券 売 却 益 -               157            △ 157 2,038 
そ の 他 -               -              -               4,417 
( 特 別 利 益 合 計 ) (965) (157) (808) (9,598)

Ⅶ
退職給付会計基準変更時差異償却額 -               2,028          △ 2,028 8,061 
固 定 資 産 整 理 損 等 -               1,342          △ 1,342 7,383 
そ の 他 533             30             503 35,619 
( 特 別 損 失 合 計 ) (533) (3,400) (△ 2,867) (51,063)

税金等調整前四半期(当期)純利益 42,340 31,384 10,956 106,604 
税 金 費 用 19,516 12,440 7,076 40,827 
少 数 株 主 利 益 3,825 2,642 1,183 10,405 
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 18,999 16,302 2,697 55,372 

特 別 利 益

特 別 損 失

売 上 高
売 上 原 価

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用
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(2) 連結貸借対照表
(単位:百万円)

当第1四半期 前連結会計 当第1四半期 前連結会計
年度末 年度末

(平成17.6.30) (平成17.3.31) (平成17.6.30) (平成17.3.31)

935,713 914,879 893,493 882,542 
現 金 及 び 預 金 80,413 55,223 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 325,358 339,417 
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 444,531 471,080 短 期 借 入 金 257,409 275,027 
た な 卸 資 産 301,589 277,721 ｺ ﾏ ｰ ｼ ｬ ﾙ ﾍ ﾟ ｰ ﾊ ﾟ ｰ 15,000 15,000 
そ の 他 111,537 113,182 １ 年 以 内 償 還 社 債 47,254 37,229 
貸 倒 引 当 金 △ 2,357 △ 2,327 賞 与 引 当 金 15,058 25,573 

そ の 他 引 当 金 8,070 11,077 
そ の 他 225,344 179,219 

1,055,728 1,055,649 499,244 502,605 
( 有 形 固 定 資 産 ) (680,689) (674,953) 社 債 及 び 転 換 社 債 219,962 229,922 
建 物 及 び 構 築 物 216,690 217,074 長 期 借 入 金 149,177 146,899 
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 230,798 232,661 退 職 給 付 引 当 金 105,295 102,600 
土 地 174,302 176,169 そ の 他 引 当 金 14,649 12,618 
建 設 仮 勘 定 36,644 26,538 そ の 他 10,161 10,566 
そ の 他 22,255 22,511 

( 無 形 固 定 資 産 ) (26,537) (27,773)

連 結 調 整 勘 定 11,389 12,120 1,392,737 1,385,147 
そ の 他 15,148 15,653 

( 投 資 そ の 他 の 資 産 ) (348,502) (352,923) 144,348 139,404 
投 資 有 価 証 券 255,422 257,887 
そ の 他 94,390 96,388 資 本 金 145,086 145,086 
貸 倒 引 当 金 △ 1,310 △ 1,352 資 本 剰 余 金 117,109 117,108 

利 益 剰 余 金 168,784 162,966 
土 地 再 評 価 差 額 金 1,901 1,901 
その他有価証券評価差額金 37,485 37,794 
為 替 換 算 調 整 勘 定 △ 15,019 △ 17,917 
自 己 株 式 △ 990 △ 961 

454,356 445,977 

1,991,441 1,970,528 1,991,441 1,970,528 

流 動 資 産

固 定 資 産

資 産 合 計

流 動 負 債

固 定 負 債

負 債 合 計

少 数 株 主 持 分

資 本 合 計

負債、少数株主持分及び資本合計
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平成18年3月期 第１四半期  参考情報

(1) セグメント別連結売上高及び営業利益

セグメント別連結売上高 (単位:百万円)

当第１四半期 前年同四半期 増減 前連結会計年度

(平成17.4.1～平成17.6.30) (平成16.4.1～平成16.6.30) (平成16.4.1～平成17.3.31)

石化 234,035 200,038 33,997 933,425 
機能化学 130,457 118,837 11,620 470,801 
機能材料 87,692 83,840 3,852 356,641 
ヘルスケア 72,499 70,151 2,348 276,953 
サービス 26,590 24,892 1,698 151,642 
合計 551,273 497,758 53,515 2,189,462 

セグメント別連結営業利益 (単位:百万円)

当第１四半期 前年同四半期 増減 前連結会計年度

(平成17.4.1～平成17.6.30) (平成16.4.1～平成16.6.30) (平成16.4.1～平成17.3.31)

石化 6,700 10,008 △ 3,308 58,586 
機能化学 15,888 12,222 3,666 40,926 
機能材料 4,716 4,465 251 21,499 
ヘルスケア 10,322 7,008 3,314 28,410 
サービス 2,331 1,691 640 11,215 
コーポレート △ 2,384 △ 3,043 659 △ 12,012 
合計 37,573 32,351 5,222 148,624 

（注）当四半期より、連結子会社１社について、当社グル－プにおける事業上の位置付けを変更したことに伴い事業
内容の実態をより明確に反映させるために、その所属する事業区分をヘルスケアセグメントから機能化学セグメント
へ変更しております。
この変更により売上高、営業利益に与える影響は軽微であります。
また変更後の区分に基づき、前年同四半期・前連結会計年度についても数値の組替を行っております。



平成１8年３月期　第１四半期連結決算概要 平成17年 8月 2日

三菱化学株式会社

１．業績 (億円)

(%)

売上高 535  10.8%

営業利益 52  16.1%

　金融収支 2  

　その他営業外 8  

　持分法損益 11  

経常利益 73  21.0%

　特別利益 8  

　特別損失 28  

当期純利益 27  16.5%

２．セグメント別売上高・営業利益 (億円)

(%)

石化 340  17.0%

機能化学 117  9.8%

機能材料 38  4.6%

ヘルスケア 23  3.3%

サービス 17  6.8%

合計 535  10.8%

石化 △ 33  △33.1%

機能化学 37  30.0%

機能材料 2  5.6%

ヘルスケア 33  47.3%

サービス 7  37.8%

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ 6  △21.7%

合計 52  16.1%
注）　前年同四半期 ： 連結子会社1社の所属ｾｸﾞﾒﾝﾄ組替後　（ヘルスケア→機能化学）

３．比較貸借対照表
当第1四半期末 前連結会計年度末 増減 当第1四半期末

現預金  　(※) 804 552 252 借入金･CP･社債 6,888
棚卸資産 3,016 2,777 239 営業債務他 7,039
営業債権他 5,537 5,820 △ 283 少数株主持分 1,443
固定資産 7,072 7,027 45 資本金・資本剰余金 2,622
投融資等 3,485 3,529 △ 44 利益剰余金 1,688

評価差額金・為調他 234
    
資産合計 19,914 19,705 209 19,914
※現金・現金同等物 778 526 252  株主資本 4,544

 株主資本比率 22.8%
 有利子負債(含割手) 6,962

４．連結範囲 （会社数） [参考]　通期業績予想 (平成17年5月12日公表)
当第1四半期末 前連結会計年度末 増減 (億円)

連結子会社 167  167  0  売上高
持分法適用会社 84  85  △ 1  営業利益
　合　計 251  252  △ 1  経常利益

　特別損益
当期純利益
*持株会社連結ベースの業績予想値

（参考）

（参考）

平成18年3月期
23,800  

前連結会計年度末

1,630
208

19,705

7,040

1,310  
1,250  
△ 90  

70  
17  

△ 30  
324  

4,460
22.6%
7,111

4,978  

100  
122  
45  

1,188  
839  
702  
249  

103  
24  

△ 24  
376  

増減

2,340  2,000  

(H17.4.1 - H17.6.30) (H16.4.1 - H16.6.30)

△ 34  
163  

当第1四半期 前年同四半期

売
上
高

営
業
利
益

1,305  
877  
725  
266  
5,513  

67  
159  
47  

借方 貸方

負債及び資本合計

620  

当第1四半期 前年同四半期 増減

1,394
2,622

5,513  4,978  
376  
△ 8  
14  
37  
419  
10  

6,811
△ 152

増減

(億円)

228
49
0
58
26

209

84
0.2%

△ 149

610
11,500

160
220
100
150
30

△ 60
600

5,080
2,640
1,750
1,420

(H17.4.1 - H17.6.30) (H16.4.1 - H16.6.30)

△ 6  
190  

324  
△ 10  
6  
26  
346  
2  

中間予想

(H17.5.12公表)

11,500
600
△ 25
△ 50
35
560

中間予想

(H17.5.12公表)

15
△ 45
280


